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極 地 研 ニ ュ ー ス52
が あ る.国 内 の 地 球 化学,雪 冴(学,気候 学 な ど の研 究 者
か ら期 待 が 寄 せ られ て い る所 以で あ り,極 地 研 で も コ ア
ー委l/会の準 備 が 進 め られ て い る とこ ろ で あ る,
と ころ で,私 達 の)t(床掘 削 へ の期1阯は 今|"|のみ ず ほ の
そ れ に止 る もの で は な い,み ず ほ 基地 は 氷床 の流 動 に伴
って 年 間3〔lmも 動 い てお り,長 時 「1をか け て行 う深 層
掘 削 に好 適 の と ころ とは 言 い 難 い,ま た 得 られ る 氷 コ ア
ー の解 析 ,と くに 年 代 決 定 の1:でも 都 合 が悪 い.望 ま し
い掘 削 場 所 は ドー ムCや ボ ス トー ク の よ うに氷 床 の頂 部
で あ るか ら,わ が 東 ク イー ンモ ー ドラ ン ド地 域 で は流 域
の頂 部(S78'、E40')の3,700mをこ え る ドー ム とい
う こ とにな る.み ず ほ 基 地 の500m掘 削 を一.{段とび の
第 一 段 とす る と,次 は この ドーム で の深 度1,000m目
標 の掘 削,最 後 は 恐 ら く3,0{〕Om近い深 度 と な るで あ
ろ う底 まで の全1再掘 削 で あ る.わ れ われ が10年近 くの 努
力 を した 劫蛸1」技 術,と くに ボ ー リ ング 機 械 の最 近 の進 歩
は著 しい も のが あ る,従 っ て ドー ム で の1.OOOm掘 削
の 赦大 の問 題 は 輸 送,オ ベ レー シ 。 ンな どの ロ ジステr
ク スで あ ろ う,こ の こ とに 向 け て の 極 地 研 の 多角ll勺な 取
組 み を 希 望す る もの で あ る.
(筆者:　ld立極地 研 究所 客 員 教授
北 海道 大学 工 学 部 教{・2)
を感 じさせ られ る.
設 営 で は24次隊 の 受 け 入れ 準 備 も始 ま っ た.隊 員 の 健
康 状 態 も良 好 で,食 欲 もお う盛 で あ る.す で に23次で 持
込 ん だ,1ミね ぎや 生 卵 は9月`1i句で無 くな って お り,食
Eii・も さび し くな って い る.時 お り昭 和 農 協 よ り,も や し


















llL地の近 くに現 わ れ た 爪帝 ベ ンキ ン〈写 真 電 送 〉
南 極 観 測 隊 便 り
一第23次越冬 隊の近況一.
冬 の問,極 地 の 夜 を飾 った オー ロ ラ も,い つ の.主にか
見 る こ とが で き な くな った.ロ ーnと 昼 間 の 方 が 長 くな
り,今 で は太 陽 の 没 す る時1呂1がほ とん どな くな っ た.
10Jj20「1から30Hにか け て,み ず ほ 基地 の最 後 の補 給
旅 行 が 行な わ れ,金r-(秀)が 佐 々木 と替 わ1),来年 の24
次 隊 との 引 継 ぎ まで,高 橋(継 続),飯 野(継 続),佐 々 木
の3名 が 基 地 の 運 営 に 当 る,
昭 和 基 地 で は 観 測 ・設営 とt',順調 に経 過 し て い る,
環 境 科 学 グ ル ー プは,リ ュツt.・ホ ル ム湾 沿 岸 で の湖 沼
水 や 動 物 プ ラ ン ク トンの採 集 調査 を 日帰 りや 一 泊 で行 な
って い る.n照 時 間 が 長 く,海氷 の状 態 の良 い,春 か ら,
初 夏 に か け て の こ の 時期 が,海 氷.!tを[T;上r巨で 走 り回 る
彼 らに とっ て は 一 番 の嫁 ぎ時 で,毎11,精 力的 に調 査 を
行 な っ て い る.ま た,宙 空 グ ル ー プで は,11月241iに大
気球 が 打 上げ られ た.塔 載 計 器 は全 て順 調 に作 動 し,オ
ゾ ン層 を は じめ とす る中 層 大 気 の デ ー ター を長 時 間 に わ
た り,記 録 す る こ とが で き た.
沿 岸 の 調査 に 出 る とn光 浴 を楽 しむ ア ザ ラシの 親 ∫二を
見 か け る.今 年生 まれ た子 ア ザ ラシの 傍 に寄 りそ う親 ア
ザ ラ シの 幸 福 そ うな顔 を見 る と南 極 の 自然 の 優 し い一 面
一第24次観測隊の家族会開かる一
策24次南 極地 域 観 測 隊liの出 発 前nのH月Z4[[,涕24
次 隊 家 族 会 が 東 条 会 館 「ス ター ル ー ム」 で 開催 され735
家 族.130名 が 出 席 した.
永 川所 長 の 挨 拶,前 隊 長 の 話 しに つ づ き,第24次 隊 の
行動 予定,寄 港 地 へ の 手紙 の 出 し 方,電 話 ・電 報 の取 扱
い 等留 守 中 の 必 要 な 諸 連絡 が 行 な われ た.
ま た,第24次 家 族 会 長 に前 隊i・乏X－人 が選 出 され 留 守 中
の連 絡 を と り合 うこ と と した.
最 後 に映 画 「南 極 のV""t'}博物 誌}をHIXLして盛 会 の う
ち に 幕 を閉 じた.
一第24次観測隊出発一
第24次南極 地域 観 測 隊(111m爾隊長 ほ か44名),交 換
科 学 者2名,同 行 者1名,同 行 記 者1名 を乗 せ た 観 測 船
「ふ じ」 は,　ll月25「1(木)午1汕11時,家族 ・「巽1係著 書 多
数 の 見送 りの 中,東 京 港晴 海 川 頭1.岸壁 か ら一 路 南極 に
向 け 最 後 の航 海 に 出港 した.
同 隊 は 第23次隊 か ら始 まっ た 「極域 中 層 大 気 総 合 観 測 」
(MAP),「東 ク イー ンモ ー ドラ ン ド地 域 雪 氷 ・地 学 研 究
、1卜両 」,「南 極 沿岸 生態 糸 にお け る生 物 生 産 の 基 礎 研 究 」
(BIOMASS)を3大重,・∴観 測 と して 実 施 す る.
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「ふ じ」 は 途li1オー ス トラ リア の フ リー マ ン トル に寄
港.12Jj下旬 に 氷縁 に 着 き,来 年1月1二 旬 か ら2月 ヒ旬
圭で 輸 送 作 業を は じめ,沿 岸 にお け る 生物 調 査,地 学 野
外調 査,新 発電 棟 建設Il事竿 を'」ミ施す る.
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2月 ヒ句,第23次 越 冬隊 員 は 、「ふ じ一 に 乗船 し た 後.
ブ ラ イ ド湾 を偵 察,ポ ー トル イ ス,シ ン カ.三一 ル を経 て
来 春4月20「1.東京港11トti海埠 頭 に帰 港 の1㌧定 で あ る,
..南極OB会 開かる一
.ri〔f列a)1†∫Iti.()B余力ご,」ミるll月19「1夕亥[」、 東条 食 餌[て
開 か れ,約130名 の 川 隊 員,関 係 者 が参 集 した.
当研 究 所 の 楠 企Illli調整官 の 司会 に よっ て.会 は 和や か
に進 行 し,会 場 の 随 所 に旧 交 をあ た た め る 光景 が 見受 け
られ た.11月L)5[1の出 航 を控 え,緊 張 の面 もち の 第24次
隊 員 が,ひ と りひ と り自己 紹 介 を}tうと、 第1次 以 来 の
lli参OBらか ら盛ん な 声 援 が 送 られ た.
第25次観測隊の隊長 ・副隊長決 まる
隊 長 兼越 冬隊 長),第17次夏(副 隊 長),
〔隊 長 兼 越 冬隊 長)
第19次越 冬
南 極地 域 観 測統 合推 進 本 部総 会 が11月24i1(水),東條
会 館 「橘 の 問 」 で開 催1され,来 年 秋 新 船 「し らせ 」 で 出
発予 定 の 第25次観 測隊 の隊 長 ・副 隊 長 を決 定,同 「1発表
され た.
○隊 長(兼 越 冬隊 長)
平 澤 威 男
[V{$09{F-8月31日't',
国 立 極 地 研 究 所 教授,資 料
k幹
専 門 分野 超 高 層 物理 学
(オー ロ ラ物 理 学)
極 地 歴:第8次 越冬,第
11次夏,第14次 越冬GI;[」
しらせ1引 渡式
IUjlL,H,小谷　　,litじ"に続 く1妨極 観 測 の 第3瑠 ドLし
ら.ピ1の引 渡 し式 が,日 本鋼 管 株 式 会社 鶴}工製 作 所 に お
い て 行 わ れ た.'LG日は 籠 や か な 好 天 に 恵 まれ,小 川文 部
大 臣,伊 藤 防 衛 庁 長官 は じめ 関 係 者多 数 が 列 席 し,音 楽
隊 の 演ISのも と,儀 式 は 厳 粛 か つ 勇 壮 な震 り11気の うち に
進 行 した.引 渡 し式,　Fl衛艦 旗授 与,乗 組 員乗 艦 の あ と,
関 係官 等 に よ る艦 内巡 視 を も っ て滞 りな く終 了 した.
そ の 後,別 棟 に て 記念 祝 賀会 力;催され,大lr粥1拶,1'}
動,長 谷 川 両議 員 の 祝 辞,永 田 極地 研 究 所 長 の 乾 杯 音頭1
の あ と.和 や か な 談 笑 に 移 り約1時 間 後 盛 会 杓!に終 了 し
た.
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昭 和57年10月21,22!1の2n間,当研究 所 講 堂 にお い
て当 研 究 所1三催 の シ ンポ ジウ ムが 開 催 され た.発 表 論 文
35編,出 席 者59名で あっ た.第20次 か ら第22次南極 観 測
まで の3か 年 に実 施 され た 昭 和 基地 周 辺地 域 の地 学 総 合
調 査 及 び,現 在 継 続 中 の マ クマ ー ドサ ウ ン ド地 域 で のn
米 共 同 地学 調 査 の 成 果 例 まか,ウ エ ッデル 海 地 域 な ど 多
方 面 で の 南 極 に 関 わ るn本 の調 査 活 動 の成 果 が 発 表 され
た,最 後 に総 合 討 論 が 行 われ,今 後 更 に 南極 地 学 総 合 研
究 を い か に 発 展 さ せ るべ き か,地 球 物 理 学,地 質 学,地
形 学 の それ ぞれ の 立場 か らの コ メ ン トが あ った.な お,
講 演 論 文 は 当研 究 所 発f∫の"Memoirs　of　National　In・
stitute　of　Po|ar　Research,　Spicial　lssue"に掲載 され る
予 定 で あ る.
プ ロ グ ラ ム
10月21「1(木)
挨 拶 国立極地研究所長 永 田 武
1.地殻の地球物理学的探査
座 長 浅 野 周 三(東 大 ・地震研)
1.昭和1,ξ地付近の浅膚1毒造
伊 藤 潔(京 大 ・理)
伊 神 揮(名 大 ・理)
渋 谷 和 雄(極 地 研)
神 沼 克 伊(極 地 研)
2.昭和基地 ・みずほ基地問の地下構造
伊 神 輝(名 大 ・理)
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伊 藤 潔(京 大 ・理)
渋 谷 和 雄(極 地 研)
神 沼 克 伊(極 地 研)
3.南極での人工地震による地震波の振幅
伊 藤 潔(京 大 ・理)
























豊(愛 知 教 大 ・教 育)
7コ ン ドワ ナ ラン ドにお け る リュ ツt・ ホ ル ム湾 地
域 の構 造 地 質 学 的 位 置
吉 田 勝(大 阪 市 大 ・ 理)
木 崎 甲 子郎(琉 球 大 ・ 理)
8リ ュ ツ ォ ・ホ ル ム 湾 ス カ ー レ ン地 域 の変 成 条 件 に
つ い て
鈴 木 盛 久(広 島 大 ・ 理)
占 田 勝(大 阪 市 大 ・ 理)
9リ",ツt,・ ホ ル ム湾 沿岸 地 域 にお け る グ ラ ニ ュ ラ
イ ト相変 成 作用 一 予 報 一
特 に イ ン ド半島 ・エ ン ダー ビ ー ラ ン ド等 の比 較
鈴 木 盛 久(広 島 大 ・ 理)
10リ ュ ツ ォ ・ホル ム 湾 地域 の構 造 変 成 史 に つ い て
極 地 研
吉 田 勝(大 阪市大 ・理)
鈴 木 盛 久(広 島 大 ・理)
白 幡 浩 志(室 蘭 工 大)
小 島 秀 康(秋 田大 ・鉱 山)
木 崎 甲子郎(琉 球 大 ・理)
m.海 域の地球物理学的諸問題と航空磁気測量
座 長 瀬 川 爾 朗(東 大 ・海洋研)
11.南極半島,ド レイク海峡近辺で発生する地震のメ
カニズム
川 崎 一 朗(富 山 大 ・理)
川 原 康 俊(富 山 大 ・理)
渋 谷 和 雄(極 地 研)
神 沼 克 伊(極 地 研>
12.太平洋南極海嶺における地震の発生様式
川 崎 一 朗(富 山 大 ・理〉
川 原 康 俊(富 山 大 ・理)
13.南極周辺海域での海上重力測定
春 日 隆(東 大 ・海洋研)
神 沼 克fJ}(極 地 研)




佐 藤 俊 二
(石油開発技術センター)
奥 田 義 久
(石油開発技術センター)




渋 谷 和 雄(極 地 研)
田 中 豊(千 葉 大 ・理)
16.昭和基地付近の地殻熱流量測定
長 尾 年 恭(千 葉 大 ・理)
神 沼 克 伊(極 地 研)
10月22日(金)
IV.表層の諸問題
座 長 若 浜 五 郎(北 大 ・低温研)
17.ラングボブデ及びスカルプスネスの未固結堆積物
について
吉 田 栄 夫(極 地 研)
18.アムンゼン湾,リ ーセルラルセン山の地形
一予報一
吉 田 栄 夫(極 地 研)
森 脇 喜 一(〃)
.19.昭和基地付近の地形学図について
ユ ー ス52
平 川 一 臣(山 梨大 ・教 育)
小 野 有 五
(筑波大 ・地球科学)
20.リュツォ・ホルム湾の海底地形
森 脇 喜 一(極 地 研)
吉 田 栄 天(〃)
21.南極リュツォ ・ホルム湾東岸の有孔虫化石
野 村 律 夫(島 根大 ・教 育)
22,オングル島周辺海域における流速測定
森 脇 喜 一(極 地 研)
吉 田 栄 夫(〃)
23.昭和基地一みずほ基地間のS-H-Zル ー ト上で
の7年 間(JARE14～2Dの氷床流動量
渋 谷 和 雄(極 地 研)
伊 藤 潔(京 大 ・理)
24.氷床の内部モレーンの形成について
橋 本 雅 之(北 大 ・低温研)
若 浜 五 郎(〃)
25.南極大大陸における化学探鉱について
西 山 孝(京 大 ・工)
V.マ クマー ドサウンドの地学
座 長 神 沼 克 伊(極 地 研)
26.1980～1981年南極マクマー ドサウン ド,エレバス
火山における地震観測
高 波 鉄 夫(北 大 ・理)
神 沼 克 伊(極 地 研)
寺 井 啓(〃)
長 田 昇(東 大 震 研>
27.南極エレパス火山の噴火に伴う地震活動について
馬 場 めぐみ(千 葉 大 ・理)
渋 谷 和 雄(極 地 研)








代 表 中 川 一 郎(京 大 ・理)
V1.岩石学 ・鉱物学
座 長 松 本 径 夫(山 口 大 ・理)
30.やまと山脈地域の変成岩類における鉱物共生関係
浅 見 正 雄(岡 山大 ・教 養)
白 石 和 行(極 地 研)
31.やまと山脈の閃長岩類
白 石 和 行(極 地 研)
5一
32.
極 地 研 二
33.
類
本 吉 洋 一(極 地 研)
松 枝 大 治(秋 田 大 ・鉱11D
34.東南極 ス カ ー レ ン産 デ イス コ ー ダ ン トメ タペ イサ
イ トの微 組 織 と鉱 物
相 川 信 之(大 阪 市 大 ・ 理)
吉 田 勝(〃)
35.リ ュツ ォ ・ホ ル ム湾 ス カ レ ビー クハ ル セ ンのMg-
Alス カル ン
松 枝 大 治(秋m大 ・鉱 山)
本 吉 洋 一(極 地 研)
松 本 失(山i.[大 ・ 理)
総 括 討 論
座 長 吉 田 栄 夫(極 地 研)
浅 見 正 雄(剛.1|大・教 養)
プリンスオラフ海岸の岩石学的研究
広 井 美 邦(金 沢大 ・教 育)
白 石 和 行(極 地 研)
矢 内 桂 二(極 地 研)
エンダービーランド,アムンゼン湾周辺の変成岩
研究所出版物
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レ 来 訪 著 く
9月1n～11月30n董 兆 乾　Dong　Zhaoqian　(中国
国家 海 洋 局 第二 海 洋 研 究 所,外 国 人 招 へ い 研
究 員)
高 鉄 泉Goa　Qinquan中国 国家 南 極 考 察 委
員 会
万 国 才WanGuocai　 〃
10月5口　 Mr.　Roscoe,　B.(二L－ ジー ラ ン ドプ レス 特
派 員)
10月14日　 Dr.　Matthews,　J.(京都 大 学超 高 層 電波 研 究
セ ン ター研 究 生)
ユ ー ス52
10月28日～10月30H　Mr.　Linker,　J.,　Mr.　Winterhal-
ter,　D.　(カル フ ォル ニア 大 学 ロサ ンゼ ル ス
校)
10月30日～10月31日　 Mr.　Lauer,　R.　(スタ ン フt－ ド
大 学)
11月5|1～11月26日中 国 南 極 調 査 団(団 長:確 説,
団 員:張 氷 如,章 文 清,謂 光,.馬 王
芳)
11月13H　Dr.　Sagalyn,　R. (米空 軍 地 球 物理 研究 所 プ
ラズ マ物 理 研 究 室 長)
11月13n～11月18日　 Dr.　Gendrin,　R (仏惑 星 地 球 環
境 物理 研 究 セ ンタ ー プ ラズマ 物 理 研 究 部 門
長)
11月15n検 視 蔭Pu　 Znyin　(北京 大 学 地 球 物 理 系 講
師)
保 宗 悌Bao　Zongti　(武漢 大 学 空 間1物理 系
副 教 授)
11月15口～11月25日　 Dr.　Gosink,　T. (アラス カ 大学 地
球 物 理 研 究 所 助 手,交 換 科学 者)
Mr.　Green.　T.　(アラ ス カ大学 海 洋研 究 所 技
官,交 換 科 学 者)
11月1811～II月22日鄭 木 製Zheng　Benxing　(中国科
学 院 蘭 州氷 河 凍 土 研 究所 教 授)
第29回 運 営 協 議A会 議
11月17H(水)に 開 かれ,以 下 の事 項 を審 議 した.
L第25次 南 極地 域 観 測隊 長 ・副 隊 長 につ い て.
2,第24次 南 極地 域 観 測隊 行 動 実 施計 画(案)に つ い て.
〈 一 般 共 同 研 究 の 公 募 に つ い て 〉
昭 和58年度 一般 共 同研 究 の 公募 は,各 大 学 及 び 研 究 機
関 の 長 に 発 送 し ま した の で,申 請 をす る方 は所 属 機 関 に
お 問 い合 せ くだ さい.
一 公 募 の 概 要 一
公 募 事 項
一般 共 同 研 究(所 外 の個 人 又 は ,複 数 の 研 究 者 と所 内
の 教官 が 協 力 し,当 研 究 所 を共 同研 究 の場 と して,極
地 に関 す る研 究 を行 う もの)
資 格
国 立,公 立 及 び私 立 大 学,国 立 及び 公 立 研 究 機 関 の研
究者 又 は,こ れ らに 準ず る研 究 者
研 究 期 間
1～3年
申 請 方 法
研 究 内 容,研 究 課 題 及 び 経 費 等 につ い て 事 前 に 当研 究
所 の関 係 教 官 と協 議 の上,研 究 代表 者 を定 め所 属 長 を








































、 第6回 極 域 に お け る電 離 圏磁 気 圏総 合 シ ンポ ジ ウム
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9月4n,H262地 点 で雪 上 車SM506の デ ブ
ア レ ンシ ャルが 故障 し 「1走不 能 とな り,昭 和 基 地 に持 ち
帰 り予 備 品 と交 換 し た.ま た,19日 にはYM9～10間 で
SM507の第1脚 用 サ ス ペ ンシ ョ ンメ ンバ ー の シ ャ フ ト
が折 れ た.昭 和 基 地 でSM503の 第3脚 シ ャフ トと交 換
し,同 時 にSM508の 第1脚 シ ャフ トもSM503の 第2
脚 シ ャフ トと交 換 し た.そ の 後SM510も み ず ほ 基 地 で
デ フ ァレ ン シ ャル が 故障 し,さ き にSM506に 取 り付 け
た デ フ ァ レ ン シ ャル と交 換 し て,SM506に はSM503の
デ フ ァ レン シ ャル を取 りつ けた.
一7
極 地 研 ニ ュ ー ス52
南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　for　Jupanese　Antarctic　Stations)
平 均 気 温(Mean　temp.)　(℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温(Min.temp,)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　pressure,
　 　 　 　　 　 　 　 sea　leveD　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Mean　 vapour　pressure)　(mb)
平 均 相 対 湿 度(Mean　 re!ative　humidity)　(%)
平 均 風 速(Mean　wind　spee(1)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間 平均(Max.　win(l　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 1〇-Min.　mean)　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速(Gus亡)(mfs)
平 均 雲.吊:　(Mean　cloud　cover)　(1/10)
快 晴||数 　(Number　of　clear　days)













































































は 安 定 して お り,海 洋構 造 的 に は博∫極 収 束 線,南 極 発 散 ミ
を境 に,周 極状 の構 造 を し てい る.飛 し ょう性 鳥 類 の 分1
～布 も
こ の海 洋 の周 極構 造 と よ く一 致 して い る し,さ らに}`
は 南 極 大陸 を と りま くよ うに同 心[ij的に広 が る 海}kの分 「
布・謝 ・し己 ・分布・釧 沁 ・的・あ・・この・;
うな 分 布構 造 を 帯 状 分 布(Zonal　distribu-tion)と呼 ん1
で い る.こ の帯 状 分布 は,南 極 域 で は 大陸 ゾー ン と海 洋;
ゾー ンに区 分 され,,19南極 域 で は,遷 移 ゾ ー ン と寒 冷 ゾi
ー ン,温 帯 ゾ ー ン に分 け られ て い る.南 極 域 のみ に 生息
す る,い わ ゆ る南 極固 有 種 は ナ ンキ ョ クフ ル マ カ モ メ の
み で 最 も分 布 域 の 狭 い 海 鳥 で あ る,し か し 南極 海 で 繁 殖}
す る種 は 多 く12種を数 え る.こ の 内 南 極大 陸 ゾ ー ンで 繁1
赦 す る種 は 材.ル 効 モ 、,ギ 。フ、レマ カ モ 、7t.1
きキ
ョ ク フ ル マ カ モ メ,マ ダ ラ フ ル マ カ モ メ,ユ キ ドリ,{
》
コ ヒ ロ ハ シ ク ジ ラ ド リ,ア シ ナ ガ コ シ ジ ロ ウ ミ ツ バ メ,《
}ク
ロ ハ ラ ウ ミツ バ メ,ナ ン キ ョ ク オ オ トウ ソ ク カ モ メ,～
お
ナ ・材 ・ウゾクカ… け ・材 ・グ・カ… ナ;
ンキ ョ クア ジサ シで あ る,こ の よ うな周 極 分布 は,あ る1
ミ
経度線上を南下して海鳥を観察すると出現種が次々変る{
ことから分るし,またある緯度線上を束西どちらかの方
向に南極海を一周 しても出現種がほとんど変化しないこ}
とからも知ることが出来る.ミ
きtN"N-h-"t""""叶"""、V-"h-"J"-s--Nth-"hrL
－8
